
水産業の成長産業化に向けた拠点整備

・地震や津波等による岸壁等の被害が軽減され、災害発生後速やかに漁業活動が再開

・漁船の修理や炎天下及び降雪時の陸揚作業等が解消され、労働環境改善により若者等が

新たに就業

・海面養殖に必要な用地や静穏な水域等が確保され、養殖業が成長産業化

・施設整備に着手済みの漁港数

R4：33漁港 → R10：37漁港

・岸壁や防波堤等の耐震・耐津波化による災害発生時の被害低減

・防波堤の嵩上げ改良等による漁船の破損防止

・予防保全による漁港施設の長寿命化

・岸壁の屋根の整備や大水深化等による陸揚作業などの漁業就労環境の改善

・漁港の拡張や養殖に適した静穏な水域確保等による養殖業の成長産業化

・地震や津波等の災害発生後速やかに漁業を再開できる漁港にしてほしい（漁業者）

・高齢者や女性、新規就業者等が安全に働きやすい漁港にしてほしい（漁業者）

・サーモン等の新たな海面養殖に取り組むことができる漁港にしてほしい（漁業者）

・漁協 ：漁業者の要望・意見の取りまとめ

・市町村：地元住民の要望・意見の取りまとめ

・県 ：事業計画の策定及び漁港整備の実施

プロジェクト

目 標

挑戦する内容

関係者の声

＝対話

役割分担

変革後の姿

２ 生産性向上（漁業）

第３章

③ 水産基盤

令和７年度計画

挑戦する内容

対話

１ 防波堤の嵩上げ改良等による漁船の破損防止

・６漁港で防波堤の嵩上げ改良等を実施

２ 予防保全による漁港施設の長寿命化

・23漁港で漁港施設を保全工事を実施

３ 岸壁の屋根の整備や大水深化等による陸揚作業などの漁業就労環境の改善

・６漁港で岸壁の屋根整備や大水深化等を実施

４ 漁港の拡張や養殖に適した静穏な水域確保等による養殖業の成長産業化

・５漁港で養殖を支援する漁港の拡張や静穏な水域確保のための防波堤等を

整備

・部会を開催し、事業の進捗状況を把握するとともに、意見を参考に事業構築（７月、１月）

・漁協、市町村を参集する実務担当者会議を開催し、事業制度や必要な事務手続き等を共有（４月）

・漁協、市町村との意見交換を実施し、地元の要望内容や整備順序等を確認して、事業構築に反映

（４月、７月、１月）

防波堤からの越波

防波堤の嵩上げ
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